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　つまずきに寄り添う
校長　　大  矢  正  則

　孫が 1 歳半になろうとしています。いまは歩くこと

が楽しくてしかたないようです。

　やや抽象的な言い方になりますが、家庭や学校は子

どもが転んでも大丈夫な場所であるべきです。もちろ

ん大けがになってはいけませんが、子どもは小さなけ

がを何度かしていくうちにだんだんと上手に歩けるよ

うになるものだからです。孫も先日、転んで初めての

擦り傷を作りました。

　子どもたちが進む人生のゆく先々には、彼 / 彼女等

が、滑ったり転んだりしがちな「危険物」( その正体は

「課題」である場合が多い ) がたくさんあります。親や

教師は子どもができるだけ転ばないように支援します。

　それでも、転ぶのが人間です。いい喩えが見つかり

ませんが。子どもたちが歩む道の先々には、滑って転

びそうな場所がたくさんあります。人生とはそういう

ところです。子どもが危険を察知できれば、それを避

けて通ることもできるでしょう。避けられないのなら

ば、重心を低くしてゆっくり歩くことによって、転倒

を避けたり、転倒しても大けがをしたりしないで済み

ます。このとき大事なことは、子どもが実際に歩いて

みることです。もしも、親が先取りして、道をきれい

に片づけてしまっては、子どもはいつになっても体験

できません。

　転んだ体験の後にしか体験できないこともあります。

それは起き上がる体験です。この起き上がる体験の積

み重ねが、子どもの自立と成長を促します。転ばない

ように親や教師がいつでも先取りして「危険物」を片

付けてしまうということは、子どもが転ばないように

しているだけではなくて、実は子どもの起き上がる体

験を奪ってしまうことになります。これでは、子ども

はいつになっても成長できません。子どもが成長でき

ないと、親はいつまでも、子どもの行く先の「危険物」

を取り除くという行為をし続けなければなりません。

　しかし、子どもの年齢が高くなるにつれて、取り除

かなければならない「危険物」は大きなものになって

いきます。やがて、親は歳をとります。そして、子ど

ものために動けなくなります。もう「危険物」を退
ど

け

てあげることはできません。そのとき、子どもは初め

て自分で困難を乗り越えなければなりません。

　ところが、子どもにはそれを乗り越える力はまった

く身についていません。なぜなら、子どものころから、

親がいつも先に、危ないものや面倒なものは片付けて

いてくれたため、子どもには、「課題」を乗り越える力

がないからです。親が良かれと思ってしていたことが、

実は子どもから力を奪っていたのです。

　人生とは障害物競争のようなものだと思います。障

害物競争は、ハードルを飛び越えられずに足をひっか

けて倒しても失格になりません。とにかく前に進むこ

となのです。仮に転んでも、起き上がってまた走り始

めればいいのです。ハードル越えは何度も練習してい

れば、本番では難なく越えられます。もしも親が出て

きて、先にハードルを片付けてしまっては、子どもは

競技に参加することさえできません。

　親や教師にできることは、子どもが子どもの人生を

歩むことを取り上げないことなのです。それが子ども

を尊重するということであり、大切にするということ

です。親や教師が先回りして、子どもの行く道をきれ

いにしたのでは、やがて、その子どもは行く道を失い

ます。気づかないうちに親は子どもから道そのものを

取り上げてしまうことさえあるのです。

　つまずきながらも道を歩むのは子どもの権利であり、

それが子どもの幸せにつながります。子どもを大切に

するとは子ども固有のつまずきを大切にすることです。

　一人ひとりの子どもには個性があり、使命があり、

歩き方も違いますし、つまずき方も違います。けれど

も親や大人が子どもに用意された道を信じ、寄り添い、

見守るならば、子どもは必ず道を歩いていきます。
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中学校・高等学校

　何ができるかを模索する 2023 年度

教頭　　長谷部　準子

　5 月 5 日、世界保健機関（WHO）は 2020 年 1 月
30 日に出された、新型コロナウイルス感染症に関する

「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」（PHEIC）
の宣言を終了すると発表しました。世界的に猛威を振
るった新型コロナウイルス感染症が終焉に向かったと
いう考え方ができます。日本でも、5 月 8 日から、新
型コロナウイルス感染症について、感染法上の位置づ
けが 5 類に移行されることとなりました。しかし、実
際にウイルスが消滅したわけではありません。こうし
た中で迎えた 2023 年度は 2019 年度以前と同様に過ご
すことを目標としてスタートしています。入学式には、
在校生が全員参加し、共に校歌を歌いました。1 年生の
宿泊オリエンテーションも中学生高校生それぞれに 1
泊 2 日で実施できました。ヨゼフ祭では、一般の方を
お迎えしての舞台発表と創立記念ミサ、30 日の HCD
は時間短縮ではありましたが、大勢の卒業生を迎える
ことができました。恒例のアイスを選ぶためのじゃん
けんから大いに盛り上がり、東星ステージショーでは、
新任の先生方のパフォーマンスも見ることが出来まし
た。5 月 2 日から 2 泊 3 日で行われた福島のブリティッ
シュヒルズの語学研修は、昨年から再開されていまし
た。当日ブリティッシュヒルズに多くの方々が来訪さ
れている様子を見た時には、2020 年の緊急事態宣言の
時の街の様子を思い出して感慨深いものがありました。
　これからの様々な行事も、2019 年度以前を目標にしま
すが、実際に全く同じ方法での実施はできないと考えて

います。3 年間行わなかった間に、本来ならば先輩から後
輩へと受け継がれていたノウハウが途絶えてしまってい
ます。以前に戻すと考える教員側と、初めての経験となる
生徒との受け止め方の違いもあります。例えば、5 月 8 日
の聖書朝礼では、皆で「マリアさまのこころ」を歌いまし
た。2020 年 2 月から 3 年ぶりのことでした。つまり大
半の生徒にとっては、歌を歌わない聖書朝礼が当たり前
となっていたのです。初めての経験となることを忘れず
に、約束事を確認しながら一つ一つを丁寧に進めていく
ことが大切となるのだと感じました。昔の事を思い出し
ながら、新しいものを創り上げていきたいと思います。
　コロナ感染症拡大の影響で気づかされた事として、人
と人との繋がりの大切さがあります。実際に会うことな
く、オンラインで済ませることが出来ることを学んだと
同時に実際に会う事でしかできないこともあることを痛
感させられました。会えないときには、オンラインで繋
がれたことは喜びでもありました。しかし、実際に顔と
顔を合わせることが出来た時の喜びは忘れることができ
ません。そしてともに集い行事を行うという当たり前と
思っていたことが出来たことに感謝したいと思います。
2019 年度以前では当たり前であった事が、当たり前で
なくなっていた時期を経たことで、当たり前のことが出
来ることに感謝しながら活動していきたいです。感染予
防をしながらの行事企画は、以前と同じとはなりません。
新しく何ができるのかを模索することになります。生徒・
保護者の皆様・教職員と一緒により良い 2023 年度を作
り上げていくことが出来ますようにと願いつつ、この 1
年を過ごしていきます。

　2022 年 11 月末で退職されたウェケ暁子先生が 3 月
22 日に帰天されました。コロナ禍のために、お会いで
きないままのお別れとなってしまいました。先生そし
てご遺族の方々のためにお祈りください。

鳴る音が聞こえそうな雰囲気の中で、呼名が行われま
した。続く式辞では学校長から「真の自分と出会う人
になるということは自分自身、そして他者が幸せにな
るということです。入学した学校こそ真の自分と出会
える場所であり、あなたにとって一番の学校でもあり
ます。東星学園は真の自分と出会う場所です。」と『真
の自分と出会うこと』についてお話がありました。そ
の後、稲川圭三神父様から祝辞をいただき、新入生代
表の 2 人が少し不安と期待が入り混じる中でそれぞれ

『入学の喜び』を述べました。それに応える形で在校生
代表生徒からは上級生らしく落ち着いた『迎える喜び』
がおくられました。新型コロナの規制が緩和され、日
常が取り戻されつつあるなかで行われた入学式は、新
入生に新たな生活の訪れを告げるだけでなく、在校生
にとっても新たな気持ちで新学期を迎えられるきっか
けになったことと思います。

　第 59 回入学式

入学式企画委員長　高等部 3 年　　Ｔ・Ｊ

　令和 5 年 4 月 6 日、第 59 回入学式が執り行われま
した。朝は春雨が降り注いでいましたが式の開始まで
には上がり、春の麗らかな陽気のもと、61 名の新入生
が本校の一員となりました。始まりを告げるチャイム、
校歌斉唱、聖書朗読が続き、新入生一人ひとりの胸高
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　英語劇を終えて

英語劇企画委員長　中等部２年　　Ｓ・Ａ

　私たち第 61 期生は、去年の 11 月下旬から今年の 4
月下旬までの約半年間かけて英語劇『美女と野獣』を
作り上げました。
　まず私たちは、英語劇の企画委員を決めるところか
ら始まりました。私を含めて何人かの人たちが立候補
して今の企画委員のメンバーが決まりました。
　そして、その企画委員のメンバーを中心として英語
劇の演目を決めていき、学年の全員で決めた結果『美
女と野獣』へと決まりました。
　最初は全員が一つの劇を作り上げるために頑張って
いきましたが、作業を進めるにつれていくつか問題も
出てきました。大道具・小道具は製作するものが多く

　高 2 劇「千と千尋の神隠し」

企画委員長　高等部 2 年　　Ｋ・Ｏ

　私たち 58 期は今回「個性で輝け」をテーマに掲げ、
準備を進めてきました。制作中、私たちは沢山の課題
に直面しました。例えば、主人公が迷い込んだ異世界
をどのように表現すればよいのか、長い物語のどこを
省略すればわかりやすい台本になるか、何度も話し合
いました。そうして作り上げたものを、さらに繰り返
し練り直しました。衣装も、多種多様なキャラクター
に合わせて用意したので放課後残って手分けして、一
つ一つ心を込めてつくり上げました。舞台練習が始ま
ると大道具の出し入れのタイミングなど、実際にやっ
てみないと気付かない課題も出てきました。
　一人一人に劇に対するゆずれない想いがあるために、

例年と比べるとかなり作業が遅れてしまい、照明は練
習に使うスポットライトがある体育館が使えなかった
り、音響は『美女と野獣』の劇に使う音源がなかなか
見つからず、衣装は一から作る衣装があったり、役者
は英語の台詞を覚えたり、声の大きさを調整したりと
各担当ごとにいろいろな課題がありました。作業を進
める中で何度もぶつかったりしましたが、各担当の人
たちや先生方の協力もあって、放課後に残れる人たち
で作業をしたり、手の空いている担当の人たちが作業
が遅れている担当を手伝ったりしてくれたおかげで無
事に終わることができました。
　そして、全員で行った練習の時は正直言うとリハー
サルまで危うさがありました。
　しかし、舞台発表当日に一人ひとりが頑張ってくれ
たおかげで最高の劇を大勢の方にお見せすることがで
きました。

意見がぶつかり合うこともありました。発表の数日前
は、時間とこだわりとの戦いで思うように進まず、気
持ちばかりが焦ってしまい不安でいっぱいでした。そ
れでも「みんなで 1 つのものを作り上げたい」という
強い想いで発表前日まで意見を交換し合いました。
　とても大変で終わりが見えず苦しかったけれど、私
たちは最後まで「個性で輝け」のテーマを大切に完成
させることが出来ました。だからこそ発表後のみんな
の笑顔には自信が満ち溢れていたのだと思います。
　私たちは、この劇を通して、それぞれの個性を発揮
し合う事だけではなく、お互いの個性を認め合う事も
学びました。久しぶりに行事に全力で臨むことができ
てとても嬉しかったです。
　見に来て下さった方々、協力して下さった先生方、
このような素晴らしい場を与えて下さった皆様、本当
にありがとうございました。

高 2 劇写真英語劇写真
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小 学 校

　思いやりのある言葉を使う

教頭　　鷲野　陽子　

　2023 年度の東星学園小学校重点目標は「思いやり
のある言葉を使う」です。どのような学級経営をすれば、
重点目標を達成できるかを考え、各学年、担任・副担
任で学年目標を立てています。私達、教職員は児童を
一人格として尊敬します。児童の心が明るくなるよう
な声掛けを行うように努力しています。目を見て、笑
顔で話し、小さな事でも児童に感謝を伝えることを大
切にしています。児童の気持ちに寄り添って話を聞く
ことも大事にしています。
　児童同士も、互いに認め合い・互いに助け合うこと
ができるような学級経営を目指しています。仲間が傷
つくようなことは言いません。恐ろしい言葉は、相手
の心を傷つけてしまいます。きつい言葉を言った本人
は覚えていなくても、言われた人は、深く傷つき、忘
れたくても忘れられない事があります。「どんなときに
も、自分が言われて嫌なことは、お友達には言いません。
温かい心で、思いやりのある言葉を使います」と指導
をしています。

　小学校　卒業式

　　　元 6 年担任　

　3 月 10 日、小学校の第 87 回卒業式が執り行われ
ました。自宅の窓からの景色は雨模様。6 年生が以前
書いた作文で入学式に始まり雨に降られたことが多々
あった学年だった、と書かれていました。が、学校に
近づくにつれ天気は回復し晴れていったことを覚えて
います。
　卒業委員を中心にテーマを決めたり、看板を作成し
たり、プログラムを作成したり、と自分たちで式を作
ることが伝統となっています。卒業式と同時進行で新
一年生を迎えるための入学式の看板も限られた時間の

　東星学園の創立者ヨゼフ・フロジャク神父様は、生前、
東星の中で「仲良くな」と「愛だけが人を生かすもの
であります」と言い続けられたと、フロジャク資料館
の中に書いてあります。私達は、フロジャク神父様の
言葉を心に刻み、生活していきたいと思います。
　最高学年になった 6 年生は、1 年生と朝、一緒に登
校したり、朝の支度を手伝ったり、給食当番・掃除の
仕方を 1 年生に教えています。6 年生が近くを通った
だけで、笑顔になる 1 年生もいます。2 年生から 5 年
生も、休み時間・中休み・昼休みに、1 年生に優しく
話しかけている姿が見られます。1 年生は、お祈りを
覚えるのが早かったです。朝の会では『主の祈り』・帰
りの会では『アヴェ・マリアの祈り』を唱えています。
給食を食べる前には「神様のお恵みを感謝いたします。
私達のいただく、この食べ物をお祝しください」と祈
ります。給食を食べ終わった後は「神様、おいしい食
べ物をありがとうございました。このお恵みで、心も
体も強くなり、私達みんなが元気いっぱい働くことが
できますように」と祈ります。いつも、共にいてくだ
さる神様に感謝することを忘れません。
　子ども達の明るい表情を見るたびに、保護者の皆様
の温かいお心が伝わってきます。保護者の皆様の日々
の声掛けが素晴らしいからこそ、子ども達は元気に学
校生活を送ることができています。心より感謝申し上
げます。今年度もよろしくお願い致します。

中で作ることになります。絵を描くことが得意な子、
細かいところを描ける子、大胆に塗れる子、それぞれ
が持ち味を発揮して無事に看板は完成しました。
　数年ぶりに 1 年生から 6 年生までが体育館に入り、
5 年生の合奏に合わせて入退場をしました。卒業式の
練習を何度もしてきましたが、当日の姿がやはり、練
習のときと違い、堂々と落ち着いたものでした。入退
場の歩く姿、卒業証書授与での返事、呼びかけと合唱、
座っている姿勢、どれもが卒業生らしさがありました。
　規制や制約が付いて回る一年でした。それでも、な
んとか工夫し成長しようとする意欲を感じさせる６年
生でした。当日はお休みする子もなく、おうちの方と
在校生と職員に見送られそれぞれの道へ羽ばたいて行
きました。卒業、おめでとうございます。
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　ようこそ とうせいへ！

　　1 年担任　

　今年は 3 年ぶりの全校
児童が参加する入学式で
した。会場や教室の飾りつ
け、招待状とプログラム、
1 年生に送るメダル、入退
場時の合奏、看板、など
待っていた 2 年生から 6
年生、そして卒業した中
学 1 年生が用意していた
ものです。東星は、それ
ぞれ違った良さをもつ子

どもたちが共に過ごすことを大事にする学校です。そ
んな思いも込めて、1 年生 12 人ひとり一人のためにた
くさん準備を重ねてきました。
　そして、あたたかい春の日差しの
中、少し大きな制服を着た 12 人の
新しい仲間を迎えることができまし
た。おうちの人と手を繋いで、わく
わくしているような、ドキドキして
いるようなそんな表情を見せてくれ
ました。教室に入ると、6 年生がし
たくのお手伝いをしてくれます。初
めてのことばかりですが、さすが頼
りになる 6 年生です。わかりやすく、

優しく対応して
くれました。
体育館に入ると
保護者の方に加
え て、2 年 生 か
ら 6 年生までが
待っていました。
全員で迎える東
星ならではの入学式。元気で明るい子どもたちの歌声
が体育館に響きます。全校児童が見守る中、お名前が
呼ばれると元気よくお返事する 1 年生でした。
　学校はとても楽しい場所ですが、毎日の中で思い通
りにいかないこともきっとあるでしょう。そんな時に
そばにいてくれるのは、この体育館に集った、おうち
の人、先生、上級生、そして隣に座った友だちです。
東星の仲間たちと共に実りある 6 年間を過ごしてほし
いと思います。

　ヨゼフ祭　舞台発表

音楽科　

　４月 29 日（土）は、ヨゼフ祭初日の舞台発表です。
　何年かぶりに以前のような形で行われました。その
中で６年生の器楽合奏、５年生の合唱で舞台発表が始
まりました。
　まず初めに行われたのが６年生による器楽合奏です。
　曲目は「見上げてごらん夜の星を」「歌よありがとう」

「ゆかいに歩けば」の３曲です。
　この３曲は卒業式・入学式の際に演奏されたもので
す。始めはヨゼフ祭で発表することにピンとこなかっ
た子どもも見受けられましたが、ヨゼフ祭が近づくに
つれ、「去年から続いてきた卒業式と入学式の演奏がこ
れで本当に終わる」という意識が出てきたように思い
ました。
　本番では程よい緊張感を持ちながら、演奏できたよ
うに思います。
万感の思いの中でこの合奏を終えることができました。

　続いての演目は、５年生による合唱です。
６年生を目の前にして、どんな思いで６年生の演奏を
聞いていたのでしょうか。６年生が演奏を終わらせた
時、「よし、次は自分たちの番なんだ。」という気迫が
伝わってきました。歌う曲目は「山のスケッチ」

「気球に乗ってどこまでも」の２曲です。
　実はこの２曲、昨年７月に行われた音楽会の曲目と
同じです。授業では去年のことも触れながら取り組ん
できました。
　５年生がこの舞台発表で合唱の発表を始めてからす
でに 10 年以上になりますが、どの時代の 5 年生も
はつらつとした歌声を届けられたと思います。
　私は本番ピアノ伴奏で真正面から聞くことはできな
かったのですが、「よく歌えてました」という声を聞き、
ほっとしました。
　このようにして６年生器楽合奏、５年生の合唱共に
ヨゼフ祭で行われるようになってから、ずいぶん時間
が経ちましたが、これからもヨゼフ祭の舞台発表で年
に１回、このような形で続けていきたいと思います。
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　大切なあと 2 年

園長　　堀　田　しのぶ

　今年度から園長を拝命いたしました。どうぞよろし
くお願いいたします。今年度からといっても、東星学
園幼稚園は来年度末での閉園が決まっていますので 2
年限りのお役目です。
　大人 ( 私たち職員や保護者の皆さん ) は、おそらく「閉
園までの最後の 2 年」という特別な意味を感じる人が
多いと思います。私ももちろん最後の 2 年は今まで以
上にいい保育をしようという強い思いをもってこの職
をお引き受けしました。
　では、子ども達はどうでしょうか。子ども達にとっ
ては毎日通う、いつもそこにある幼稚園。そこには友
だちがいて、先生がいて、お部屋があって、園庭があっ
て、畑があって。いつもそこにある幼稚園です。閉園
に向かっていても、在籍園児が何人でも、幼稚園の毎
日は子どもにとって等しく尊いものです。閉園だから、
人数が少なくなるから、重さが増すわけでも減るわけ
でもありません。ですから、子ども達の普通の毎日を
今までと同じように大切にしながら、同時に最後の 2
年間を輝く 2 年にできるように全力で取り組んでまい
ります。
　今年度は、新入園児の募集を停止したため入園式は
ありませんでした。年長に 1 名の転入児を迎えただけ
であとは全員進級児です。登園時にお家の方と離れ難
くて泣き叫ぶ声もなく落ち着いた新年度スタートでし
た。とはいえ、子ども達自身も節目を
感じたい思いがあり、自分達立案の「進
級おめでとうパーティー」を行いまし
た。自分で自分に作ったお祝いのバッ
ジをつけ、みんなで話し合って決めた
おやつ ( ジュースで乾杯、ミニバーム
クーヘンに生クリームとプレッツェル
のトッピング ) を食べてお祝いしまし
た。パーティーの締めくくりは、ジュー
スの空き容器で色水あそび。いろいろ
な色水ジュースを作って楽しみました。
そんな風に、「進級」というキラキラと
うれしい気持ちを大切に感じあう時間
を子ども達自身の手で作ることができ
ました。入園式がない例年とはちがう
スタートだということを「淋しいスター
ト」と表現することもできるかもしれ
ませんが、自分たちに必要なこと、大
切にしたいことをよくわかっている子
ども達が見ているものは「今」であり、

例年と比べるものではないことを子ども達から学びま
した。
　6 月に行う運動会も、今年は年長児のアイデアによ
り「とうせいオリンピック」とタイトルを一新して行
うことになりました。タイトルを決めるのに何日も話
し合う時間が必要でしたが、決まってしまえばどんど
ん分担して看板づくりに取り掛かり、みんなで決めた
ことが形になっていきます。年中児と年長児の縦割り
グループ対抗のリレーは、現在それぞれに速くバトン
をつないで走るための作戦を検討中です。毎日のよう
に決めた作戦で走ってみては反省会議。当日までには
戦略が決まり、力を尽くして戦うことでしょう。こう
して、子ども達のいつもの毎日は、いつも新しいこと
の連続で、その積み重ねで子ども達は育ちあっていき
ます。子ども達がのびのびとやりたいことを形にでき
れば、キラキラ輝く 2 年になることは間違いありませ
ん。私たちは子ども達の「今」を見る目を信じて、支
えていくだけです。
　東星学園幼稚園は 1940 年に開園。今年 83 年目を
迎え、私が 10 代目の園長となりました。初代園長は
東星学園の創立者ヨゼフ・フロジャク神父です。神父
様が作ってくださったこの幼子のいる庭が最後まで温
かく輝くものになりますように。いつも見守ってくだ
さる神さまに感謝して、子ども達、保護者の皆様、職
員と共に大切に過ごしていきます。

幼 稚 園

「アリを飼って巣の観察」
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「春はダンゴムシの季節」
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広　報

編
集
後
記

銀杏の新緑が日差しの中で輝く季節です。ヨゼフ祭や写生大会、運動会と行事の中で生徒たちもはつらつと
輝いています。今年度も学園のみんなで楽しく充実した日々を送りたいですね。どうぞよろしくお願いいた
します。
 （中高）

　本学園の広報活動についてお知らせいたします。

【小学校】
第３回学校説明会：6 月 17 日（土）
第４回学校説明会：7 月 8 日（土）
第５回学校説明会：9 月 9 日（土）

【中高部】
公 開 授 業： 5月 27日（土）、7月 8日（土）、

11月 4日（土）
公開授業期間：11月 1日（水）、　 2日（木）、

11月 7日（火）～ 9日（木）
夏の学校見学会： 8月 1日（火）～ 10日（木）、

8月 17日（木）～ 18日（金）
※日曜祝日は除きます。

中学校説明会： 6月 10日（土）、9月 23日（土）、
12月 16日（土）

高校説明会： 6月 10日（土）、9月 23日（土）、
12月 2日（土）

　小学校、中学高等学校の各行事へ参加をご希望の方
は、本校HPより事前にご予約をお願いいたします。
　一人でも多くの仲間をここ東星に迎えることができ
ますように、今後とも皆さまのご理解とご協力をお願
い致します。

学園行事予定（2023 年 6月～ 9月）
中学校・高等学校 小　学　校 幼　稚　園

６月

・前期中間テスト　
・英検第 1 回（1 次）
・高校 GTEC　
・中学・高校学校説明会 
・スポーツ大会
・学習参観・学級懇談会
・中学学習旅行
・漢字検定

・ひこうき大会
・3・4 年生遠足
・1・2 年生遠足
・第３回学校説明会
・5 年生遠足
・3 年生懇談会
・4 年生懇談会
・1 年生懇談会

・うんどうかい
・同窓会（小学１～３年生）
・プール開き

７月

・高 2 卒業生進路講話
・合唱祭
・公開授業
・芸術鑑賞会
・高 2 大学進学博
・終業日
・夏期講習
・被災地ボランティア

・6 年生懇談会
・5 年生懇談会
・第４回学校説明会
・２年生懇談会
・終業日
・6 年生修学旅行
・夕涼み会（1 ～ 3 年）

・じゃがいも掘り
・夏野菜収穫
・1 学期終業式

８月 ・夏の学校見学
・数学検定

・4・5 年生夏期学校 ・親子清掃
・夏期保育

９月

・始業日
・防災訓練
・前期期末テスト
・高 2 大学模擬授業
・中高学校説明会
・前期終業式

・始業日
・第５回学校説明会
・児童会役員選挙
・前期終業式

・2 学期始業式
・防災避難訓練
・身体測定
・東星小学校１年生交流会


